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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 7,249 2.0 44 1.1 30 13.7 10 △21.4

22年3月期第3四半期 7,108 △29.2 44 ― 26 ― 13 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 0.28 ―

22年3月期第3四半期 0.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 7,819 2,240 28.7 58.38
22年3月期 7,167 2,228 31.1 58.04

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,240百万円 22年3月期  2,228百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,500 △1.5 80 65.2 60 144.4 10 △12.4 0.26



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 38,400,000株 22年3月期  38,400,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  15,215株 22年3月期  15,215株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 38,384,785株 22年3月期3Q  38,385,546株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、（添付資料）２ページ「(3) 業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間の国内経済は、高い経済成長を続ける中国などを中心とした新興国向けの輸出の増加や個人

消費の持ち直し、企業収益の改善などもあり、総じて持ち直しの傾向が見られたものの、秋口以降の補助金制度の終

了や急激な円高の進行により回復のテンポが鈍化し、足下では足踏み状態にあり、引き続き先行き不透明な状況で推

移しております。 

 このような経済情勢の中で、ゴム・樹脂業界におきましても、回復の兆しは見られますものの、楽観視は出来ない

状況にあります。 

 当第３四半期累計期間の当社は積極的な営業活動により、販売量の維持・拡大を推進した結果、対前年同期比増収

となりましたが、利益に関しましては、経常利益段階では前年同期比増益となりましたが、株価の落ち込みによる有

価証券評価損の計上等もあり、四半期純利益は前年同期比減益となりました。 

 この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高７,２４９百万円(前年同期比２．０％増)、営業利益４４百万

円(前年同期比１．１％増)、経常利益３０百万円(前年同期比１３．７％増)、四半期純利益１０百万円(前年同期比

２１．４％減)となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(ゴム事業) 

 シート・マット製品は若干の減収となりましたが、ゴムコンパウンド製品、成形品は、自動車関連の需要回復等に

より前年同期比増収となりました。ゴム事業全体の売上高は３,９６１百万円と、前年同期に比べて１６.７％の増収

となりました。  

(樹脂事業) 

 高機能樹脂コンパウンド等は、積極的な販売活動を展開しましたが、減収となりました。樹脂事業全体の売上高は

３,２１８百万円と、前年同期に比べて、１１．２％の減収となりました。 
  
 第１四半期より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３月27日)及び

「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適

用しております。また前年同期比率は参考として記載しております。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当四半期末の総資産は７,８１９百万円となり、前期末に比べ６５１百万円増加しました。流動資産は、当四半期

末が休日のため売掛金の入金が翌月になった影響や棚卸資産が増加したこと、現預金残高が増加したことにより、前

期末に比べ７３２百万円増加しました。固定資産は、設備投資額が償却費内であるため、前期末に比べ８０百万円減

少しております。 

 負債は５,５７８百万円と、前期末に比べ６３８百万円増加しました。流動負債は、当四半期末が休日のため営業

買入債務の支払いが翌月になった影響等により、前期末に比べ６４１百万円増加しました。固定負債は、長期借入金

の返済等により、前期末に比べ２百万円減少しました。 

 純資産は２，２４０百万円と、前期末に比べ１２百万円増加しました。これは主に、四半期純利益によるものであ

ります。 

 当四半期末における現金及び現金同等物の残高は３３２百万円となり、前年同期末に比べ１７９百万円の増加とな

りました。  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、２９７百万円の収入(前年同期比１３３．０％増)となりました。主な要因

は、棚卸資産が増加したものの、売上債権が増加したことにより収入増となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、２２百万円の支出(前年同期比８９．８％減)となりましたが、主な要因

は、設備投資の支払額の減少によるものです。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、３４百万円の支出(前年同期は２０９百万円の収入)となりましたが、これ

は借入を返済したことによるものであります。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成２３年３月期の業績予想につきましては、平成２２年４月２８日に発表いたしました業績予想の数値から変

更しております。詳細につきましては、本日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願いま

す。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前四半期会計期間末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前四半期会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 332 112

受取手形及び売掛金 2,922 2,594

商品及び製品 403 388

仕掛品 141 92

原材料及び貯蔵品 310 249

その他 270 211

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 4,378 3,645

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 843 869

機械及び装置（純額） 658 783

土地 1,575 1,575

建設仮勘定 108 17

その他（純額） 94 107

有形固定資産合計 3,281 3,353

無形固定資産   

その他 20 25

無形固定資産合計 20 25

投資その他の資産   

投資有価証券 42 45

関係会社株式 25 25

関係会社出資金 55 55

その他 25 28

貸倒引当金 △9 △11

投資その他の資産合計 139 142

固定資産合計 3,441 3,522

資産合計 7,819 7,167

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,579 1,874

短期借入金 1,450 1,460

未払法人税等 6 12

賞与引当金 21 91

その他 602 579

流動負債合計 4,659 4,018

固定負債   

長期借入金 541 566

退職給付引当金 304 282

役員退職慰労引当金 73 72

固定負債合計 919 921

負債合計 5,578 4,939



（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,920 1,920

資本剰余金 0 0

利益剰余金 328 317

自己株式 △1 △1

株主資本合計 2,246 2,235

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5 △7

評価・換算差額等合計 △5 △7

純資産合計 2,240 2,228

負債純資産合計 7,819 7,167



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 7,108 7,249

売上原価 6,349 6,522

売上総利益 758 727

販売費及び一般管理費 714 683

営業利益 44 44

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

助成金収入 5 －

その他 4 6

営業外収益合計 11 7

営業外費用   

支払利息 24 18

その他 3 4

営業外費用合計 28 22

経常利益 26 30

特別損失   

固定資産除却損 8 11

投資有価証券評価損 － 4

特別損失合計 8 15

税引前四半期純利益 17 14

法人税、住民税及び事業税 3 3

法人税等調整額 － －

法人税等合計 3 3

四半期純利益 13 10



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 17 14

減価償却費 270 247

固定資産除却損 8 11

投資有価証券評価損益（△は益） △0 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △66 △70

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 24 18

売上債権の増減額（△は増加） △881 △327

たな卸資産の増減額（△は増加） 62 △126

その他の流動資産の増減額（△は増加） △33 △62

仕入債務の増減額（△は減少） 700 705

未払費用の増減額（△は減少） △11 6

その他の流動負債の増減額（△は減少） 54 △126

その他 － 1

小計 155 316

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △25 △17

法人税等の支払額 △3 △3

法人税等の還付額 － 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 127 297

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 20

有形固定資産の取得による支出 △225 △44

固定資産の売却による収入 0 0

その他 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △224 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 210 △10

長期借入金の返済による支出 － △24

自己株式の純増減額（△は増加） △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 209 △34

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 113 239

現金及び現金同等物の期首残高 39 92

現金及び現金同等物の四半期末残高 153 332



 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 当社の非連結対象子会社である湘南エヌティケー株式会社において、経理業務を担当していた当社の従業員によ

る不正行為が発覚しました。 

 詳細につきましては、平成23年１月18日付「当社従業員の不正行為発覚に関するお知らせ」をご参照ください。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象に関する注記
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